
 

 

 

 

 

 

ミニ企画「神在月と縁結び」開催のご案内 

 

 今月９日は旧暦 10 月１日で、すでに旧暦の「神在月」が始まっています。昔から出雲地方

では、全国から参集する八百万神の会議の妨げにならないよう、神在祭の期間を静かに過

ごす風習がありました。 

 今回のミニ企画では、昔の人々が思い描いた神々の会議の様子や、神在祭にちなむ書

物、昔の縁結びの願い方について紹介します。 

 

記 

 

１ 展示期間 令和８年 10月１日（木）～令和８年 12月 14日（月） 

※ 会期中の休館日：11月 17日（火）、12月１日（火） 

 

２ 開館時間 ９：00～17：00（最終入館 16：30） 

 

３ 会 場 古代出雲歴史博物館 常設展示室 

 

４ 料 金 常設展の入場料金でご覧いただけます。（追加料金はかかりません。） 

           （一般 680円、大学生 450円、小中高生 220円） 

 

５ 主な展示作品 

① 
え ど に し き

江都錦今様
い ま よ う

国尽
くにづくし

 出雲
い ず も

・大社
おおやしろ

 石見
い わ み

・鼠取薬
ねずみとりくすり

 歌川国芳作／嘉永５年(1852) 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 11月 11日 

島根県立古代出雲歴史博物館 

（担当）岡・松尾 

TEL：0853-53-8600 
   



② 大社
た い し ゃ

縁結図
え ん む す び ず

 歌川豊国（３代）作／嘉永４年(1851) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 伊達政宗書状 

 
 

伊達政宗が子ネコをもらったお礼として幕府の役人に送った礼状。 

出雲空港と仙台空港を結ぶ直行便（季節運航）の再開を記念して特別展示します。 

 

 


